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技能をみがき産業の開発に努め豊かな問Iにいたしましょう 。 (1町民;芯埠ーより)

長期的な生活設計を

全国的に巾告が深刻な問題とな

っていますが、ホ道南町未どころ仰

の本町でも、心配された霜I占は少

なくょっゃく平年並み円作柄に持

世したと はいつものの、 Ir，'，'t![の低

下は避けられず牒家内表情は暗し、。

機械による行力化、経費節減、

J也力の附進と杭イ乍をとりまく諸問

題の多L、現布、ここでじっくり股

業経'i:(を見つめ直 L、計画的な投

資と i作者zで長期的な生活位置|を立

てるよう，し、がけたいものです。

一 『司司



性全竺竺三

第
三
固
定
例
町
議

会
は
九
月
二
十
九
、

三
十
日
町
二
日
間
聞
か
れ

一
般

会
計
補
正
子
科
な
と
議
案
五
円
を

審
議
し

、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
何
6

十
年
度
一
般
会
計
な
ど
四
会
計
の

決
型
認
定
は
、
決
罫
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
止
の
と
お
り
で
す
。

第3固定

例町議会

般
会
計

千
八
百
万
円
を
追
加

1II111111!1I川IIIIIUI川111111111111111111川1111111111111111111川1111111111111111111

。
一
般
会
計
補
正
予
算

成
入
品
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
八
百
六
十

九
万
二
千
円
が
追
加
さ
れ
、
子
却
総
相

は
十
九
億
三
千
九
自
四
十
四
万
四
千
円

に
主
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
結
町
ほ
か

三

カ
所
町
排
水
工
事
世
八
百
凶
十
万
同

町
道
補
修
工
事
山
口
二
白
八

1
一
万
五
千

円
宮
内
下
情
架
換
工
事
白
百
-
一
十
万

円
黄
金
内
情
梁
補
修
工
事
時
十
七
万

円
、
近
隣
公
園
造
成
工
事
時
十
六
万
問
、

柏
山
広
域
消
防
組
合
白
担
金

二
百
十
二
万
八
千
問
八
束

校
排
水
路
改
修
工
事
四
十
万

円
‘
金
即
、
今
中
校
舎
修
川
和

料
三
百
五
万
円
、
日
進
教
只

住
宅
地
築
工
事
、
花
石
教
日

住
宅
修
柑
料
主
ど
百
二
十
五

万
問
、
住
中
簡
易
給
水
地
設

試
堀
委
託
料
凶
十
万
円
牒

作
業
安
全
緊
急
特
別
対
策
ド

業
五
十
四
方
九
千
円
、
町
民

セ
ン
タ
ー
図
世
間
入
山
口
二
十

ごろから健康診断を

議戦j;毒;磁場t~A~;~長時語絵安全:
一般健康相談を開設

日
一一一有司会そ 93 
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Z王監 T直長五
全をでて コん
i立悦社、 ン

舗
装
さ
れ
る
掴
影
線
三

百
六
十
討
は
車
道
六
H

州、

片
側
歩
道
ニ
討
に
拡
幅

一

。1 

こ
と
し
円
結
骸
循
環
器
輸
診
は
寸

月
六
日
か
ら
+
凹
固
ま
で
枯
除
草
が
各

部
落
に
出
'
判
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
が

結
怯
ゃ
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
よ

っ
て
「
な
お
る
病
気
」
と
い
わ
れ

る
よ
つ
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
見
つ
け

る
た
め
に
は
、
毎
年
定
期
的
に
柚
診
を

受
け
る
こ
と
が
か
ん
じ
ん
で
す
。

ま
た
近
年
金
図
的
な
傾
向
と
し
て

成
人
病
に
よ
る
死
亡
訓
A
H
が
地
加
し

中
で
も
脳
卒
中
は
死
亡
原
凶
町
第

一
位

を
占
め
て
お
り
、
町
内
死
亡
統
計
で
は

全
体
的
六
六
%
が
脳
卒
中
心
臓
病
に

よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
成
人
病
は
、
働
き
蟻
リ
の
四
十

歳
前
後
や

t
人
に
多
く
、
自
分
で
気
づ

か
な
い
う
ち
に
か
ら
だ
を
犯
す
病
気
な

の
で
、
健
康
主
、
つ
ち
か
ら
干
防
し
て
早

日
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ん
が
九
月
三

日
、
札
脱
市
で
聞
か
れ
、
楠
山
管
内

代
表
者
向
白
凹
キ
セ
さ
ん
(
田
町
時

昭
和
町
)
は
泣
内
各
地
か
円
八
↓
歳

以
上
町
四
百
二
」
l

五
人
的
中
か
句
見

ご
と
女
性
的
部
で
第
三
位
の
優
良
健

康
主
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

白
田
さ
ん
は
、
昨
年
準
北
海
道
一

に
選
ば
れ
た
大
合
亀
治
さ
ん
と
同
じ

町
内
で
‘
高
齢
と
は
忠
わ
ぬ
達
者
な

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
有
名
。
持
自
家

で
の
ん
び
り
と
悠
々
自
適
町
生
活
を

す
ご
し
一
自
の

M
除
と
月
一
図
的

老
人
ク
ラ
ブ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

円
万
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
資
六
百
四
十

ぜ
万
五
千
円
、
地
籍
悶
査
事
業
費
四
百

八
十
九
万
九
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
町
俄
二
千
四

百
十
万
円
、
路
収
入
六
百
六
万
円
、
国

即
時
支
出
金
二
百
六
十
六
万
二
千
円
な
ど

が
見
込
ま
札
、
道
支
出
金
一
千
四
百
七

十
六
万
九
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
目

。
国
民
健
康
憧
険
特
別
会
計
施
設
勘
定

補
正
予
算

用
地
の
未
使
用
地
や
末
広
町
、
大
和
町
払
金
制
が
あ
り
、
月
平
均
二
百
万
円
り

な
ど
に
も
駐
市
場
を
峨
保
し
た
い
。

度
と
介
。
る
の
で
、
内
容
を
枯
討
し
た
い
。

。
父
と
子
の
世
帯
や
ひ
と
り
暮
し
の
方
〈
〉
学
校
の
授
輔
が
轄
っ
て
が
ら
の
児
童

々
に
介
護
人
の
派
遣
を

1
ひ
と
り
ね
し

生
徒
の
保
護
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

の
主
人
、
組
た
き
り
正
人
の
た
め
現

A
、
る
た
め
、
遊
戯
、
学
習
設
備
の
あ
る
児

=
一
名
町
家
庭
奉
仕
日
が
何
日
巡
回
し
て
童
書
館
を
建
設
、
学
童
保
育
施
設
も
俳

い
る
が
、
新
し
〈
派
遣
を
要
す
る
家
庭
設
で
き
な
い
か

l
刊
少
年
会
館
、
町
民

は
、
地
区
町
民
生
委
只
等
内
申
し
出
に
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
、
児
輩
室
が
利
用

よ
っ
て
実
情
を
把
握
し
推
進
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
が
青
少
年
内
健
全
育
成

。
高
額
療
養
費
の
払
戻
し
が
本
人
の
手

の
た
め
十
分
感
心
を
持
ち
、
指
持
只
の

も
と
に
戻
る
問
、
公
費
に
よ
る
立
替
制

配
世
主
ど
‘
今
後
般
討
し
て
い
き
た
い
。

度
を
実
施
で
き
な
い
か

l
位
康
保
険
に

O
簡
易
水
道
に
怠
け
る
自
然
流
水

の
今

よ
る
自
己
れ
担
献
が
三
方
九
千
円
を
こ

後
の
利
用
は
U

水
道
的
水
源
を
地
下
水

え
た
場
合
こ
え
た
金
制
を
国
保
で
白
に
切
り
貯
え
た
場
合
自
然
流
水
は
下

刊
す
る
制
度
だ
カ
、
力
十

一
年
度
八
月
水
道
の
前
配
備
に
伴
勺
て
下
水
に
活
用
す

末
で
凹
白
十
八
門
的

一
下
万
円
的
支
る
な
ど
具
体
的
に
輪
対
し
て
い
る
。

児
童
会
館
の
建
設
を

二
議
員
か
ら

一
般
質
問

定
例
町
議
会
で
町
政
に
吋
し
て
二
議

日
か
ら
一
般
質
問
が
あ
リ
、
町
長
が
回

答
し
ま
し
た

お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

O
混
雑
す
る
片
側
駐
車
区
域
内
で
も
住

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
個
々
の
車
庫

駐
車
場
設
備
を
促
進
し
、
新
設
駐
車
場

へ
車
を
集
結
す
る
考
え
は

1
町
叫
ん
引
、
町

Jvb
駐
卓
場
に
三
十
台
制
度
収
容
で
き
、

案
内
版
を
設
置
し
て
い
る
が
平
常
あ
ま

り
利
用
さ
れ
て
な
い
の
で
、
そ
の
利
用

を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
今
後
、
道
路

制
発
見
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

町
で
は
地
区
ご
と
に
成
人
病
問
康
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
と
く
に

血
圧
に
異
常
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
々

が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
圧
は

測
定
す
る
際
的
局
長
件
に
よ
り
そ
の

つ
ど
相
迎
が
あ
り
ま
す
の
で

一
度
だ

け
の
測
定
で
自
分
の
血
圧
他
は
法
的
り

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
町
て
は
定
期
的
に
血
圧
を

測
定
し
自
分
の
位
康
状
態
が

U
と
め

で
わ
か
る
よ
う
に
血
圧
値
な
ど
を
記
封

す
る

「
血
圧
手
似
」
を
交
付
し
‘
み
な

さ
ん
の
健
康
官
理
的
地
進
を
は
か
る
た

め

封

月

第

二
水
附
日
午
後
一
時
三
十

八
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
慰
問

九
月
十
五
日
は

『敬
老
町
日
』
@
町

内
の
各
地
域
で
は
、
八
月
か
わ
婦
人
会

が
中
心
と
な
っ
て
敬
老
会
が
聞
か
れ
、

お
年
寄
り
の
14
せ
と
健
康
を
胤
ヲ
行
事

が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
も
ト
昨
年
、
八
十
八
歳
以
上
の
お

年
寄
り
町
長
持
を
祝
い
励
ま
そ
う

1
と

敬
在
的
日
を
記
念
し
て
町
長
が
各
家
庭

を
訪
問
し
ま
し
た
。

ニ
と
し
も
恥
年
長
町
西
シ
マ
さ
ん
を

は
じ
め
八
十
八
段
以
上
円
高
齢
者
番
付

は
変
リ
主
く
、
み
な
さ
ん
は
謎
々
注
者

主
毎
日
を
過
し
て
お
り
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
問
し
た
八
十
八
歳
以
上
向

十
七
人
に
は
町
長
か
り
一
万
-
一
千
円
、

国
保
病
院
外
科
医
師
向
異
動
に
伴
フ

給
与
問
百
六
万
七
千
円
が
減
制
さ
れ
、

干
算
総
額
は
=
一
億
六
千
八
百
五
十
-
一万

一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
簡
易
水
道
特
別
主
計
補
正
予
算

小
引
ト
ラ

ソ
ク
購
入
山
口
九
十
万
円

大
和
町
配
水
官
布
設
工
事
費
六
十
五
万

円
主
ど
の
追
加
と
、
水
道
基
金
融
出
金

百
三
十

一
万
円
円
減
矧
に
よ
り
、
予
算

総
矧
は
七
千
二
百
二
十
七
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
.

〈
〉
機
会
の
機
決
に
付
す
べ
き
契
約
な
ど

に
関
す
る
晶
例
司
一
部
改
正

工
事
前
れ
契
約
な
ど
の
契
約
金
額
が

一
千
万
円
を
超
え
る
も
の
は
議
会
町
議

決
を
仰
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
今
川

町
改
正
に
よ
り
、
そ
の
金
加
が
三
千
万

分
か
ら
三
時
ま
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

『一

般
川
町
岐
刷
談
室
』
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
他
脱
官
理
上
の
心

配
ご
と
な
ど
気
料
に
保
健
活
動
を
利

則
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
寒
き
が
き
び
し
く
な
る

に
つ
れ
、
脳
非
中
や
心
臓
病
が
起
こ
る

危
険
刊
が
大
き
く
な

っ
て
き
ま
す
。

と
く
に
お
年
寄
り
は
止
の
こ
と
に

十
分
注

E
し
ま
し
ょ
う
。

v
h
d
な
山
皮
肉
変
化
を
避
け
る
。

マ
ふ
ろ
は
ぬ
る
め
の
協
に
ゆ

っ
く
り
と

マ
分
な
眼
阪
と
休
益
を
と
る

マ
合
理
的
な
食
生
活
と
悦
過
を
盤
、
え
る
。

守
白
分
に
過
し
た
運
動
を
す
る
。

八
」
『
故
以
上
i
八
十
七
歳
ま
で
の
百
二

十
人
に
は
六
千
円
の
敬
基
金
カ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

八
十
八
必
以
上
の
お
年
寄
り
は
止
の

と
お
リ
で
す
。

(
敬
林
略

。
年
齢
服
)

四
ン
7

(
田

代

引

成

)
紺
谷
ヱ
ス

(阿
川
e

肝
歳
)
土
鉱
山
勝
四
郎

(
H
進

出
歳
)
水
対
山
一

(本

町

回

収

)
松

本
局
次
郎

(
日

進

制

歳

)
日
下
ち
さ

と

(御

杉

田

哉

)
白
田
キ
セ

(昭
和

町
田
政
)
市
民
ハ
ル

(阿

川

田

成

)

竹
内
ム
ラ

(
八
束

・
目
成
)
村
端
ち
主

(化

石

目

抜

)
千
葉
り
の

(稲
穂

引
政
)
大
平
か
な
え

(鈴
金
・
引
取
)

端
町
勇
太
郎

(八

幡

町

叩

歳

)
藤
合

久
左
L

門

(
稲
川
世
田
歳
)
山
北
彦
十

郎

(末

広

町

田

故

)
古
井
な
を

(花

石

関

疎

)
今
野
キ
ク

(花
石
・
回
歳
)

円
に
引
き
上
げ
句
れ
ま
し
た
。

。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

打
則
尚
了
に
川
け
い
伏
附
勝
昭
さ
ん
(

八
崎
町
)
が
併
げ
さ
れ
ま
し
た
a

。

陳

情

中

下

ト

7

ン
ケ
ン
神
丘
新
興
町

三
部
落
会
長
か
ら
今
金
中
学
校
前
、
国

鉄
踏
切
り
か
ら
六
百
山
内
町
道
イ
マ
ヌ

エ
ル
却
に
防
予
」
械
を
設
置
し
て
ほ
し
い

陳
情
が
あ
り
建
設
市
任
委
只
全
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

。
意

見

丸
議

U
か
ら
出
さ
れ
た

「
地
方
議
会

議
u
H
の
半
数
改
選
制
且
び
H
M
K
投
烈
制

皮
肉
判
阪
反
対
に
附
す
る
要
望
」

「畑

作
民
生
町
振
興
に
関
す
る
要
望
」
の
意

見
出
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

( 2 ) 

委
員
会
活
動

定
例
町
議
会
に
お
い
て
総
務
、
産

業
出
任
委
貝
会
か
ら
所
告
事
務
制
査

問
枯
栄
止
め
よ
う
な
要
望
意
見
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

{
総
務
常
任
委
只
会
V

@
各
学
校
施
設
の
実
情
を
但
躍
し
て

仙
口
山
関
係
の
準
備
充
足
を
@
中
学
校

統
合
関
係
の
問
組
内
を
充
分
洗
い
な

お
し
老
朽
融
引
し
た
現
今
中
校
舎

の
応
急
補
修
と
統
合
改
築
の
促
進
を

〈
産
業
常
任
委
只
会
}

@
英
利
河
自
然
体
益
林
町
将
来
展
望
、

方
向
性
、
活
用
な
と
も
検
討
し
、
併

せ
て
こ
れ
に
対
す
る
住
民
的
理
解
を

深
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
@
成
業

基
盤
強
備
事
業
に
つ
い
て
、
機
械
導

入
に
伴
う
効
率
的
怒
さ
が
所
得
向
上

向
坊
げ
と
な
っ
て
お
り
、

ま

た

水

利
利
用
的
経
費
は
受
益
農
家
に
負
担

差
を
生
じ
て
い
る
の
で
、
町
と
土
地

改
良
区
と
の
話
し
合
い
で
普
処
を
@

極
川
温
泉
は
、
近
い
将
来
の
活
用

今
後
円
処
理
全
般
に
わ
た
り
具
体
的

に
明
脱
化
さ
れ
た
い
。
産
業
ま
つ
り

は
北
部
楠
山
町
経
済
圏
内
肢
と
な
り、

一
府
定
義
あ
る
よ
う
関
係
者
と
協
議

般
討
を
@
オ
チ
ャ
ラ
ン
プ
川
λ
車
副

首
工
に
内
水
面
倫
'
族
同
資
源
保
議
、

明
殖
の
た
め
九
四
辺
を
と
り
つ
け
る
よ

う
関
係
機
関
と
協
議
さ
れ
た

い
。

( 3 ) 



町

は

第

三
固
定
例
町
議

会
で
昭
和
五
十
年
度
的
一
般

会
計
を
は
じ
め
三
特
別
会
計

的
決
抑
認
定
を
求
め
ま
し
た
.

現
在
、
決
却
特
別
委
只
全

に
付
託
さ
れ
て
い

ま
す
が
、

そ
の
お
も
な
内
容
と
今
年
度

の
干
却
執
行
状
況
を
合
せ
グ

ラ
フ
と
表
で
ご
制
介
し
ま
す
.

一ー『ーー-固-

26億円の町の決算50年度、
昭和51年度一般会計の予算執行状況

出〉〈歳

/ 
投資的経費に 9億 5千万円

{釘7，811f阿) 1.939，444千円額総額

26.807千円己辺立I'lt

π友石市7
4処

総合体育館に 3億 7千万円団町税(1億6千万円)は9%

地方交付税で39%占める• 
50年度の お もな事業

( 1i!位万円)

I 総合体育館建設 3&，801 : 

八束小学校新町l築 7，416: 

:中央線街路事業 5，787， 

畑町沢林道開設 3，036， 

中単附架 替 2，647 

イ 7 ヌエル線1~['lI':J;:I\)j .lJ~. 2，448 

濁川住吉林道開設 2，006 

本村橋架替 1，940， 
問舟園建設補助金 1，850， 
*町外 3ヵ所排水工事 1，570 

地線舗装 1，546 

目的出糾舗装 1，240 

: )也絡調査 し222，

相1'丘6線紘道路改良 918， 
除'l{機械購入 908， 

日進uの家建設 878: 

へきI也教貝住宅建設 693: 

I 教只住宅購入 662 

I!lT有林造林 668， 

公平ilH苦悩 653

0 飼料作物生産保興'1¥$ 619 

j 幼柑凶敷地購入 602 

50年度町税決算の内訳

57，859下flJ

15，316下円

4下791-1'-円

1. 938 T-I'J 

20，473千円

5，378千円

299千円

18，535千円

167，589千円

( 4 ) 

金 l~t ~II 巨骨 決 算 額 残制的措置

品位 入 1，893，208 明'I"~へ掛舷 9.356 

ー般会計 成出 1.873.852 

4皇 帝引 19.356 1品金繰入 10，0冊

凶保'i" 1匝 政入 295，816 !税年度へ繰飽 7咽081

i& 11¥ 281.535 

?を 勘 A: 技師 14司281 集金融入 7.200 

別 白保施設 般入 438.624 '製'I" ~末処分利l盆来余

支出 413.289 

会 勘 ~ 桟 lfi 25咽335 金と Lて縦池田，335

，11 簡易水道 政人 25.758 報SF.I~へ総総 277 

.:& 11¥ 25，181 

l' :t全 J十 残制 577 時金雄入 300 

副長 入 2.653‘4師 官年J止.へ韓越 42.049 

fト 日十 政 11，¥ 2‘593.857 

銭制 59冒 549 ~tr:級入 17.500 

千円)(単位

昭和50年度会計別決算額昭和50年度一般会計歳入歳出決算の内訳

爆体水..，を

初1.994千四(10.8%)

民生 費

246，39崎千円(l3.1%)

lI: ff 'R 

ω為釦1予内 (32.2%)

，. n R 
~O，蝿千内(12.9%)

出〉{歳

土 木 健l

264，88肝阿(14.1%)

入〉

337，8ω千円 (17.8%)

〈歳

1ft 町

( 45，四千剛}

388似'"千円
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生
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術

4庁
変地J安全 対策

"別交付金

千円 t弱4，592千円

1.033千円

731 

両日H'I

324.768千円

125，470千1'1

104.053 HJ 

外"子慌現'"

内"眠入支出'"舗

c:::::コ"敏行碍A刊す

( 42，858 f-flI) 

( 111両 PIl
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4
 ω
 

0
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n 

災警 復 旧 n

n 

n 

工

本

防

{賓

佃

11 

商

土

;n 

'攻

民
向

子

分 1" 企!~nlU.会

346.694千円 { 61四阿 1I ，副雌支出金

19.183f-PI 

道支出金

附 e版 人

金

金

金

入

fI 

使川料&N史料

鎗

収

附

入

脊千

総

竺竺主 」鰍

l凶描千円 { 司 石 寸 鋳

J .， 

."千円 }

日2己主竺"f-lIIl

訂 日可τ高石7

2∞，402千円 5.549千円

7 ， 9川円~耐千円 }

10千μ11

9，3$5千円〈

Z71.100寸 円

736，創6千円 (38.9%)

地方交付悦としの町の財政(訂匂)

4月から始ま った昭和51年度も約半年が過さま Lた。

町民のみなさ んに、町円台所がどのように主っているかを知

っていただくため、 今年度的一般会計予算執行状況をお知 らせ

します。

マ，

"-

昭和50年度一般会計

歳出決算性質別比較図

l町民税 (例入)

田fr，枇 (法人)

問定資産税

特自動 111t見

たばこ消 'l'i税

m気ガス税

木材取引税

特日Ij土地保有税

J十

22
1
 

手
R

12，713，779m' 

46，958m' 

29，746m' 

3，053千円

25台

86，250千同

{51. 3. 3iJJl.A.l 

ず工

町有財産の内訳

現

-
づ子

地

物

木

出資による権利

車 納

基金

区

建

立

土

町債の状況

229.740干円

(51.3.3P凡右 )

昭和51年度町税の収入状況

税同区分 調定吉11 収入i丙前i 収入率

千円 千円 % 
目T i立 4見 77，857 48，875 62，8 

固定資産税 64，394 39，4951 61.3 

国町有村世宜高付等金所納在付市金 。 。 。
鮭自動 111税 2，678 2，505 93.5 

たばこ消費税 7，852 7，852 100，0 

電気 ガス税 3，272 3，272 100.0 

木材ヲ|取税 639 639 100，0 

特別土地保有税 13，662 13，662 100，0 

l.i 170，354 116，30日 68.3 

( 5) 



4

中
里
中
学
校
の
伊
藤

由
美
子
さ
ん
が
入
賞

「
社
会
を
明
る
く
す
る

社明運動ポスター展

運
動
」
町
一
つ
と
し
て
、

函
館
地
方
実
行
委
只
全

が
科
内
町
中
学
生
を
対

製
に
ハ
傑
出
し
た
際
高
入

リ
ポ
ス
夕
日
間
に
中
虫

中
二
年
生
町
伊
雌
由
美

千
さ
ん
の

nn川
が
緩
禿

作
品
に
選
ば
れ
.
愉
山

支
庁
長
抗
を
受
け
ま
し

た
.
中
盟
小
中
学
校
は

昨
年
も
全
国
小
中
学
生

宜
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
や
優
秀
学
校
賞

も
受
け
て
い
る
だ
け
に
大

ιこ
U
B

佐
竹
校
長
を
は
じ
め
二

1
三
人
内

児
童
、
生
徒
は

「
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
応
募
し
ま
す
」
と
意
欲
的
。

摺蔵由費予さん

と入賞した棉悟
入りポスター

助 け 合 う
ね ζむが

WNwd燃
脱
創
刊
『

)
f

Z》出一%
が議八

安
全
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
発
足

町
内
の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
交
通
安

全
対
策
に
附
し
た
意
見
、
要
望
を
聞
い

て
、
交
通
事
般
の
な
い
町
づ
く
り
を
進

的
ょ
っ
と
町
で
は
、
九
月
十
四
日

巳
五
人
の
お
母
さ
ん
モ
ニ
タ
ー
を
畳
嘱

し
て
「
今
金
町
交
過
去
全
モ
ニ
タ
ー
」

制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
お
も
な
仕

4
は
.
日
ご

ろ
か
句
交
通
事
位
防
止
に
深
い
凶
む
と

理
解
を
も

っ
て
@
交
通
安
全
向
指
持
、

教
育
に
関
す
る
こ
と
@
交
通
三
悪
の
排

除
に
閲
す
る
こ
と
@
交
通
安
全
施
設
の

艶
備
に
関
す
る
こ
と
@
交
通
緩
和
策
お

よ
び
交
通
規
制
に
関
す
る
こ
と
ー
な
ど

に
つ
い
て
.
建
設
的
な
意
見
、
要
望
を

文
住
ま
た
は
口
頭
で
町
民
諜
交
通
安
全

図
感
謝
し
ま
す
ロ

①
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
出

マ
柏
山
北
町
生
徒
会
三
年

B
組
一
一
同
か

句
第
五
回
北
枕
州
市
ガ
ラ
ク
タ
市
町
収
焼

金
四
万
六
千
四
百
一
同
マ
商
工
会
旭
町

背
年
部
か
ら
産
業
ま
つ
り
不
用
品
売
上

金
二
万
六
千
同
マ
商
工
会
婦
人
部
か
ら

産
業
ま
つ
り
ピ
ル
会
益
金
一
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
光
町
里
学
園
に

マ
菊
地
は
ま
さ
ん

(
上
持
金
)
か
ら
毛

糸
嗣
衣
額
十
占
を
盟
舟
園
に
、
維
布
百

バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
初
優
勝

第
八
田
辺
氏
ス
ポ
ー
ツ
柿
山
夏
予
大

金
は
第
二
十
九
回
全
楠
山
首
年
体
育
大

会
を
兼
ね
て
六
月
二
十
七
日
乙
部
町
で

卓
球
を
ト
y
プ
に
八
町
町
会
場
で
聞
か

れ
、
今
年
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

、
パ
ス

ケ
y
ト
、
野
障
が
加
わ
り
九
師
目
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
選
手
の

お
も
主
成
制
は
止
の
と
お
り
で
す
。

。
阜
疎

総
合
一
位
(
団
体
)
マ

一
般

@
マ
mH
年
@
(刷
人
)
@
平
剛
山
敏
明

。
柔
道

総
A
H
二
位
(
団
体
)
守
山
年

@

{
例
人
)
守
中
量
級
@
伊
雌
久
雄

守
重
量
級
@
岸
川
正
弘

。
陸
上

総
合
二
位

〔
行
年
男
干
〕
マ
二
百
μ

@
佐
井
縦

割
秒
6
7
四
百
HU

@
佐
井
繁
町
村
6

マ
千
五
百
い
U

@

苅
屋
茂
4
分
担
件
6

マ
五
千
日

@
大
平
隆
義
国
分
お
砂
4

おしらせ

/二
F
F
ル

Y
J
h

開

司
-
体

賓
{
園

合ニ
明

。
庁
本
山
夫
マ
l
J
ロ
l
ド
レ
l
ス

@
州
川
出
戊
四
分
田
村
4
0
凶
政
明
マ
八

百
U
リ

レ

l

@
守
千
六

h
じ
リ
レ
ー

@
マ
定
出
跳

O
四
法
則

一
[
V
砲
丸
投

@
山
本
実
日
υ
川
町
l
大
会
新
。
稲
虚
聞

辛
マ
円
鰐
投

@
岸
本
実
ね
じ
日

〔YH

年
女
子
〕
マ
二
百
いU

@
悩
剖
幸
子
犯

科
4
@
河
端
恭
子

〔
一
般
男
子
〕

マ
百

l町教畳では IIn 5日、 6日の 2

日lUJ午前 9"与よリ町民センターで

渦 3棋から 5r~'託児町 7 ，/ソ世布を

行います.無料なので対寄託児はも

れなく'立けましょう .

.今金簡易水道が一時断水します

今金附劫木造円相改工 J.のため

11月30日までの1[11、一時的に断水

があリます.断水"年には広報_'11で

連絡しますが、汚水がある場合は

水i副長までお1111ぃ{t-せ〈ださい.

.3歳から 5歳児のフッソ塗布

係
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
一
年
で
す
の
で
、

今
後
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
み

主
さ
ん
に
お
願
い
し

一
町
民
的
立
場

か
ら
交
通
安
全
推
進
に
測
す
る
諸
問
姐

を
広
〈
観
由
惜
し
て
い
た
だ
き
、
交
通
事

般
の
な
い
町
づ
く
り
円
輸
を

一
層
太
き

く
く
り
広
げ
て
い
こ
う
と
い
つ
も
の
で

'す.
交
通
安
全
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た

お
母
さ
ん
は
式
的
万
々
で
す
.

今
引
須
賀
子
さ
ん
(
日
の
出
町
剖

k

田

中

伴

干
さ
ん
(
日
英
町

・
叫
歳
)

長
谷
川
利
子
さ
ん
(
曙
町
出
歳
)

中
村
砂
知
子
さ
ん

(昭
和

町

幻

歳

)

庄

司

玲

チ

さ

ん

(

南

町

四

議

)

枕
を
光
町
虫
学
闘
に
7
全
沼
市
齢
者
他

服
コ
ン
ク
ル
に
出
場
し
た
内
問
、
キ
セ

さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら
入
日
記
念
と
し

て
一
万
円
を
主
人
M
仙
の
た
め
に
マ
陀

回
胤
引
き
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
敬
革
命

六
千
円
を
老
人
悩
州
の
た
め
に
マ
新
肘

長
さ
ん

(蹄
金
)
か
り
お
し
め
行
位
争

位
持
闘
に
マ
今
金
町
立
助
迎
合
会
か
均

二
葉
百
合
子
ン
ョ

!
の
益
金
十
二
万
一

千
円
、
総
合
体
育
館
内
備
品
と
し
て
暗

幕
、
正
面
幕
一
式
を
町
に
そ
れ
ぞ
れ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

uu
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木
品
川
山
静
8
@
阿
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問

H
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@
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日
件
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水
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守
八
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l
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投

@
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弘
マ
屯
巾
跳

@

水
針
治
夫
5
U
日
@
山

U

利

勝

ご

般

女

f
〕
マ

尚

U

@
北
村
叫
f
出
品
4

@
蛸
良
枇
千
マ
山
行
い
川
リ

レ

l

@

i

分

6
秒
5
7
砲
九
投

@
LM川
越
良
イ

7

uu
却
マ
走
巾
跳

@
児
r
ヱ
閲
f
3
U
目

。
剣
道

総

合

一
位

(団
体
)
マ
ゴ
川
年

@
守
一
般

@

。
ハ
レ

l
ポ
l
ル

総
A
H
二
位

(汗
年
)
マ

列

f

@
マ

k

f

@

(
家
庭
財
人

)
@

(一日
間
引
f
)
。

O
相
模

総
A
H
三
位

(山
年
)

@

(一

般
)

@

。
ハ
ド
ミ
ン

ト
ン

総
AH
一
位

(同
体
}
7
m川
年
@
マ
一
般
@

(
刷
人
)

マ
背
年
出
子

@
M
地
肌

失

布

施

明

義
@
外
崎

努

人

士
日
間
正
人
7
m
H
年
女

子

@
悩
地
留
美
子
剖
一
附
紀
チ
@

泊

中

必

子

渡

辺

美

刊
一
千
マ
一
般
男
子

@
中
康
夫
水
町
侶
義
守
一
般
女
子

@
三
上
蹄
代

水
町
百
合
子

.畜犬取締りと野犬掃とうを実施

府Tでは 10月15日か ら昭和52年 3

月31臼ま での川、町内一向におい

て背l 止取り 締りと ~!H，ä とつを行な

いますので、飼い犬同官且Eにあた

ては針肱しにしないようこ庄芯〈

< 1，ごさし、。

同
旦
寿
園
長
に
石
井
さ
ん

極
川
町
特
別
養
讃
老
人

ホ

1
ム
「
盟
存
閏
し
の
新

し
い
閏
長
に
石
井
政
吉
さ

ん
(
大
和
町
旧
歳
)
が

選
ば
れ
、
九
月

一
日
か
ら

就
任
し
て
い
ま
す
.
石
井
さ
ん
は
今

年
同
三
月
ま
で
町
助
役
を
務
的
た
だ

--

け
に
悩
祉
関
係
町
仕
事
は
ベ
テ
ラ
ン
.
-

『好
き
な
本
を
読
ん
で
の
ん
び
り
し

一

噌

企

た
生
活
を
と
思
い
ま
し
た

一

が
何
か
仕
事
を
し
て

い
な

早

い
と
駄
目
。
私
的
最
後
円

-

奉
仕
と
し
て
‘

( 6 ) 

め
ぐ
ま
れ

p

な
い
お
年
寄
り
の
憩
い
の

ホ
l
ム
づ
く
り
に
職
只
一
同
頑
張
り

ま
す
』
と
滞

司
て
い
ま
す
.

郷
土
の
民
謡
づ
く
り
を
目
ざ
す

今
金
民
謡
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

「
カ

モ

メ

i
」
と
在
惣
に
満

た
歌
声
を
聞
か
せ
る
今
金
民

話
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
、
町

内
向
描
芸
部
門
を
一
手
に
引
き
受
け

施
設
訪
問
や
多
影
な
行
市
中
に
は
U
っ

ぱ
り
だ
-
」
何
人
気
を
持
っ
て

い
ま
す
.

組
が
、
名
川
を
叫
ん
だ
り
何
か
仕

二
い
け
を
制
ん
だ
時
す
ぐ

『
ハ
イ
』

と
返

4

事
を
し
な
い

f
は
、
小
す
校
内
中

7
年・

~
か
句
中
芋
生
ぐ

』りい

に

な

る

と

た

い

一
て

い
口
答
え
を
し
た
り
小
思
刊
を
い

十
っ
た
り
し
て
、
い

う
こ
と
を
き
か

ぬ
子

一
に
な
る
こ
と
が
多
い
@

一
マ

ま
ず
、
返
事
だ
吋
は
必
ず
し
よ
う

，
こ
う
い
う
f
ど
も
に
し
主
い
た
め
に

'
は
、
子
ど
も
が
脱
に
吋
び
か
け
て
き
た

4

リ
何
か
刺
ん
で
き
た
よ
う
な
時
に
は

{
税
は
す
ぐ
に
『
ハ
イ
』
と
返
事
を
し
て

が
や
る
.

コ
ソ
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。

一

と
こ
ろ
が
組
白
身
ニ
ぜ
わ
し
い
仕

一
事
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
、
つ
い
、
千

一
ど
し
へ
の
返
主
抜
け
て
し
ま

7
0

こ
の
州
場
合
‘
税
の
方
に
は
そ
れ
な
り

一
円
早
早
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
干
ど

一
も
に
は
通
じ
主
い
a

た
だ

4
4を
し

よ
き
教
育
マ
マ
さ
ん
に

.職瞳VII師生を募集

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
の
悩
み
は
‘
も

ち
歌
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
寸
私
た
ち

の
住
む
郷
土
町
民
胞
が
な
い
の
で
し

と
会
長
町
田
中
一
夫
さ
ん
は
話
す
。

「
現
在
は
道
民
同州
連
盟
に
加
入
し
師

匠
や
段
位
を
取
得
し
た
全
日
が
お
り

旬
迎
木
附
日
.
町
民
セ
ン
タ
ー
の
民

泊
教
室
に
は
、
に
き
や
か
な
歌
声
が

ひ
び
き
わ
た
り
ま
す
が
や
は
り
独

自
町
民
綿
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
娘
り

あ
い
が
な
い
.
町
民
の
み
な
さ
ん
か

均
ー
力
作
を
募
集
し
て
実
現
し
た
い
」

と
今
金
を
象
徴
す
る
そ
朴
な
民
陪
づ

く
り
に
意
欲
を
惜
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
今
金
小
咽
と
か
七
七

七
五
調
の
歌
詞
で
明
る
い
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
い
"
と
い
う
態
度
だ
け
が
f
ど
も
に

う
つ
っ
て
し
ま
い
.
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん

判
的
し
て
け
ご
た
え
を
す
る
と
い
ヲ
ょ

っ
に
発
反
し
て
い
く
.
だ
か
句
、
f
ど

も
が
何
か
ぶ
し
か
け
て
き
た
と
き
に
は
、

ど
ん
な
場
合
で
も
.
ま
ず
山
地
ド
だ
け
は

巴
ず
は

っ
き
り
し
て
や
る
ニ
と
こ
れ

が
シ
ソ
ケ
を
ヲ
ま
く
す
る
基
本
で
す
.

7
親
は
頭
を
働
か
せ
て

も
っ
と
も
、
子
ど
も
が
何
か
話
し
て

き
で
も
そ
れ
を
取
り
上
げ
ず
開
設
す

る
と
い
ヲ
千
む
あ
る
。
黙

し

そ

れ

は

子
ど
も
を
制
干
に
し
主
い
と
い
う
こ
と

で
は
主
く
あ
と
で
適
当
主
訴
し
を
し

て
や
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
た
句
な
い
.

例
え
ば
、

F
ど
も
が
先
生
的
部
品
口
な

ど
を
む

っ
て
き
た
よ
ヲ
な
場
合
そ
れ

を
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
て
黙
殺
し
た

り
あ
と
で
他
人
的
悪
口
を
い
一
ヲ
も
町
、

で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
ほ
か
の
話
し

で
き
と
ら
せ
た
い
も
の
で
す
.
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
、
本
当
の
教
育
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
ヲ
か
。

(
神
丘
小
学
校
長
)

[刊館総f日目部職業訓制l校では昭

和52年皮肉，1I1[制l生を，人によリ募集

Lています.

T .111糾科目 機械H、配管料、構

泣物鉄工科、 ';II~t工 ' JWI. 木工

科、楠装刊てーj島従深紅が 1年、

Eh専諜仰が 2年です.

b入校資柿 義務教育修了以 1-:-.1円

学力をイTする人て¥身体強他、

."¥y，t-:弛II川な人。

b入松下統 公共職業安定所にあ

るPF町lを51'1'II)J1日カヨ 句52i手

i月3111までに当校又は職業安

定所に-tX:I.l¥のこと .

bその他詳しいことは当校か職業

定安所におUtlぃ作せ〈ださい。

|11月の休日当番医)

北楠山聞町Jlli叫州'1引H川f向与以肘HI柑ji:i司引R院E止E宮④5日32剖1 

今金町 l問「月'11保与泣刷E汀f嗣l吋羽叫叫ドE院b弘己E ②0回22幻l 

今金悶町T ./;~ 1川川11川11以4院宮②0田32叫4 

北楠山町ifilf引 t

今1金I7:明m町T γ計f川医院E②0∞05肝7 

北柿山町l'凶3五lill似且柑院宮④5臼32目l 

ロM

ロ
u
口
ω
口
u
ロ
u
臼
M

3

7

M

幻
出
品
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一…一
主
婦

の
パ

と
が
必
要
で
す
。

ハ
ー
ト
収
入
は
.
ふ
つ
ヲ
給
与
所
得

と
さ
れ
ま
す
が
、
給
号
所
得
は
収
入
か

」
つ
給
与
所
仰
搾
除
を
差
引
い
た
後
円
金

制
で
す
か
ら
‘
パ
ー
ト
向
「
収
入
で
」

み
ま
す
と
二
卜

A
円
に
給
与
所
外
従
除

の
批
叫
山
崎
除
制
r
A
ト
万
円
を
加
え
た
年

間
七
ト
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
日
同
日

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

リ
ま
す
.

こ
れ
を
月
々
の
バ
ト
収
入

で
み
ま
す
と
一
ヵ
川
約
五
万
八
千
三

ー
ト
と
税
金

百
円
以
下
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
つ
こ
と

に
主
り
ま
す
。

マ
パ

l
ト
収
入
に
税
金
が
か
か
る
場
合

主
婦
の
パ

l
ト
収
入
が
も
っ
止
多
〈

な
り
ま
す
と
、
夫
同
所
得
か
ら
配
問
者

位
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
主
則
自
身
町
パ

l
卜
収

入
に
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
主
り
ま
す
.

い
〈
ら
ま
で
の
パ

l
卜
収
入
に
税
金

が
か
か
る
か
は
ど
ん
主
所
川
町
控
除
を

受
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
迎
い
ま
す
が

J
つ
う
正
他
校
除
の
十
六
万
円
だ
け

の
場
A
け
が
多
い
よ
う
で
す
.

従
っ

て

パ

ト

収

入

に

よ

る

所

仰

が
二
十
六
万
円
を
こ
え
る
と
所
川
町
制
慨
が

か
か
る
こ
と
に
主
り
ま
す
が
‘
パ
ー
ト

町
「
収
入
」
で
み
ま
す
と
、
二
十
六
万

同
に
給
与
所
得
控
除
の
最
低
控
除
額
五

十
万
円
を
加
え
た
年
間
七
十
六
万
円
を

こ
え
る
と
所
得
税
が
か
か
る
と
い
う
わ

け
で
す
。

こ
札
は
月
平
均
約
六
万
三
千

三

h
円
と
な
り
ニ
町
制
を
超
え
ま
す

と
所
件
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

納
期
内
に
納
め
よ
う

固

定

資

産

税

《
=一期
V

国
民
健
康
保
険
税

〈
四
期
》

十
月
三
十

一
日
ま
で

地
区
の
テ
レ
ビ
難
視
聴
が
解
消

住
占
‘
中
山
は
山
間
地
の
た
め
テ
レ
ビ
徹

悦
崎
地
区
だ

っ
た
が
凹
ト
世
慌
の
仰
い
が

尖
リ

N
H
K
が

F
E刊
一
千
万
円
で
H
中

テ
レ
ビ
中
帥
政
送
所
を
也
設
し
九
月
ト
八
日

完
成
。

こ
札
か
ら
名
家
世
に

U
Mぷ
備
が
広

整
だ
が
、
侍
き
れ
な
い
地
区
何
人
た
ら
は
モ

ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
の
あ
る
伊
藤
郎
部
会
長
と
で

き
れ
い
な
映
像
的
テ
レ
ビ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

、1主I士山記元監¥
111)月lζ

比べて

人 1-'9.531 (ー14) 
リ 4守 701(-4 ) 
Ix 4.830 (ー10)

111: 'ii'i 2.709 (+ 2) 

C~/Lll~~ 現イ1 の10: J Ol~ -1.: fì 申!J~ 人口/

固
た
ん
じ
よ
お
び
お
め
で
と
う

師

取

附

(助

二
男
)
持

金

阿
部
肱
占
Y

(
中

的

以

到

)
市
栄
町

=広級ー

トヒベyクス

-
北
部
中
体
連
駅
伝
に
今
金
中
が
優
勝

節
目
印
楠
山
北
部
中
学
校
駅
伝
L
入
金

は
九
日
八
日
、
八
伎
十
チ

1
ム
が
参
加

し
て
聞
か
れ
た
.

コ
ー
ス
は
瀬
棚
町
役

場
川
を
ス
タ
ー
ト
し
て
今
金
町
民
セ
ノ

タ
l
的
ま
で
の
七
区
間
四
J
@

三
連
制

を
目
ざ
す
帥
川
チ

1
ム
を
今
中
町
a

弓
佐

美
君
と
岡
田
君
の
力
走
で
大
き
く
リ
ー

ド
、
ア
ン
カ
ー
の
天
拘
君
(
写
真
)
が

1
時
間
3
分
田
村
町
大
会
新
記
帥
で
ゴ

ー
ル
イ
ン
、
宿
願
円
優
勝
を
飾

っ
た
。

粟

域

時

以

(敬
誠
二
男
)
末
広
町

中
型
由
紀

f
(月
肺

二

k
)
田

代

目
下
い
つ
み

(義
博

二
女
)
御

μ

川

向

義

M

m

(

治
よ
人
民
列
)
山
長
町

薗
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

大

什

ア

キ

じ

卜

品

ぃ

本

山

町

中
町
オ
タ
ミ

しハ

i
七

川

崎

仲

行

制
川
石
川
h

K

4

ほ

末

広

町

制

凹

か

ね

七

l
三
成
人
尚
昆
町

村

端

ソ

ン

ヒ

卜

附

議

栄

町(八
付
分
)

発
行
北
海
道
今
金
町
役
場
t

」
抱
/
企
画
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広
報
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拘
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